
その他

29年度予算額 233,273 千円

233,273 千円

行政改革推進部
評　　　価

・本事業は新宿駅から副都心を結び歩行者が集中する道路施設について、一括した設備の維持管理や24時間体制で
  の監視業務を行うものである。
・不特定多数の歩行者が間断なく行き交うため、良好な維持管理や事故・非常災害時の緊急対応など道路管理者に
  代わる安全の確保が必要であり、こうした体制が組織的に整備され、能力を有する本公社への委託は妥当である。

適正性、実施状況等からの評価

拡大
充実

見直し
再構築

継続実施

236,970 千円 27年度決算額 167,400

事業内容・
団体への支出理由

・新宿駅から副都心を結ぶ新宿副都心西口広場、新宿副都心４号街路地下道、新宿歩行者専用道１・２号線等７施設について、監視業務や各設備
　の維持管理業務等を委託している。当該道路施設の安全で快適な歩行者交通を確保するため、道路管理に関する豊富なノウハウなど道路管理者
　と同等の能力を有しており、都の道路行政を補完する唯一の団体である本公社へ委託している。

千円（公財）東京都道路整備保全公社 区分 委託 28年度予算額36 新宿副都心広場等管理委託（建設局） 団体名

財 務 局 評 価
・これまでの本事業の受託状況から、広場や地下道等の一体的管理を適切・効率的に実施していると判断できるた
  め、見積額のとおり計上する。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

成果・決算状況
・課題等

・昭和42年の西口広場の委託開始以来、監視・巡回により利用者の安全性を確保するとともに、一体的に委託することにより、効率的な管理を実
　現している。
・また、設備の運転操作・点検等の維持管理業務を行うことにより、道路管理者に代わり当該施設を良好な状態に保っている。

見 積 概 要
（局評価）

・引き続き適切な道路管理を実施するため、換気設備の運転操作、監視業務、各設備の点検業務等に必要な経費を
　計上する。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度見積額

その他

29年度予算額 43,616 千円

行政改革推進部
評　　　価

・本事業は、昭和通りのアンダーパス形式の地下自動車道等について、一括した設備の維持管理や24時間体制での
  監視業務を行うものである。
・地下トンネルで交通量が多く、良好な維持管理や事故・非常災害時の緊急対応など道路管理者に代わる安全の確
  保が必要であり、こうした体制が組織的に整備され、能力を有する本公社への委託は妥当である。

適正性、実施状況等からの評価

拡大
充実

見直し
再構築

継続実施

財 務 局 評 価
・これまでの本事業の受託状況から、地下自動車道等の一体的管理を適切・効率的に実施していると判断できるた
  め、見積額のとおり計上する。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

見 積 概 要
（局評価）

・引き続き適切な道路管理を実施するため、24時間の監視業務、換気設備の運転操作、受配電設備・ラジオ再放送
　設備・自家用発電設備等の点検業務に必要な経費を計上する。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度見積額 43,616 千円

27年度決算額 32,508 千円

事業内容・
団体への支出理由

・新橋地下自動車道等９施設について、通行状況の監視業務、各設備の維持管理業務等を委託している。
・当該道路施設の安全で円滑な道路交通を確保するため、道路管理に関する豊富なノウハウなど道路管理者と同等の能力を有しており、都の道路
　行政を補完する唯一の団体である本公社へ委託している。

成果・決算状況
・課題等

・昭和43年の新橋地下自動車道の委託開始以来、昭和通りの地下自動車道等の一体管理を行うことにより、効率的に業務を遂行している。
・また、換気設備の運転操作等を行うとともに、火災、交通事故等が発生した場合の緊急対応などを行うことにより、道路管理者に代わり当該施
　設の安全・安心を確保している。

事業評価票（監理団体への支出予算）

35 地下道路施設管理業務委託（建設局） 団体名 （公財）東京都道路整備保全公社 区分 委託 28年度予算額 43,616 千円
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